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の
村
人
が
詰
め
掛
け
た
。
そ
れ
ほ
ど
待

ち
望
ん
だ
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
の
だ
。

午
前
9
時
、
順
義
区
衛
生
庁
幹
部
や

衛
生
院
院
長
な
ど
の
出
迎
え
を
受
け
、

受
付
や
診
療
科
の
役
割
分
担
振
り
分
け

な
ど
、
衛
生
院
と
同
窓
会
の
手
際
良
い

連
携
で
ス
ム
ー
ズ
に
医
療
相
談
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
同
窓
会
長
で
日
中
友
好

病
院
副
院
長
の
劉
暁
勤

リ
ュ
ウ
ジ
ャ
オ
キ
ン

さ
ん
ら
が
、
貧

困
農
家
数
軒
を
訪
問
。
特
に
症
状
の
重

い
患
者
に
対
し
診
察
を
行
い
6
カ
月
分

の
薬
を
手
渡
し
た
。
貧
困
農
家
に
は
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
慢

性
的
な
病
気
の
た
め
に
農
作
業
が
で
き

ず
、
廃
品
回
収
を
し
な
が
ら
生
計
を
立

て
て
い
る
高
齢
者
も
お
り
、「
薬
の
お
か

げ
で
何
と
か
冬
を
越
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
感
謝
の
言
葉
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

こ
の
日
、
診
療
を
受
け
た
患
者
は
３

０
０
人
以
上
。
国
内
で
大
き
く
報
道
さ

れ
た
。
医
師
た
ち
は
「
北
京
近
郊
に
す

ら
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
人
々
が
存
在

す
る
。
医
療
・
社
会
保
障
分
野
で
の
支

援
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
」

と
語
り
、
今
後

も
こ
う
し
た
活

動
を
実
施
す
る

予
定
だ
。

あ
り
が
た
い
。
ぜ
ひ
ま
た
診
に
き
て

ほ
し
い
」。
麦
畑
と
果
樹
園
地
帯

に
暮
ら
す
人
々
の
言
葉
は
、
医
師
た
ち

の
心
に
深
く
残
っ
た
。

２
０
０
６
年
10
月
14
日
、
北
京
に
あ

る
日
中
友
好
病
院
の
医
師
を
中
心
と
す

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医
療
分
野
帰
国
研
修
員
同

窓
会
※
の
メ
ン
バ
ー
11
人
と
看
護
師
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
は
、
バ

ス
で
1
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
、
郊
外
の

順
義
区
木
林
村
衛
生
院
に
向
か
っ
た
。

農
村
に
暮
ら
す
人
々
の
無
料
診
療
活
動

を
行
う
た
め
だ
。

08
年
に
夏
季
五
輪
が
開
か
れ
る
北
京

で
は
、
急
速
に
整
備
さ
れ
た
道
路
沿
い

に
、
高
所
得
者
層
向
け
の
住
宅
や
競
技

施
設
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
華
や
か
な
発
展
の
影
に
は
、
重
病

を
患
い
な
が
ら
も
貧
困
の
た
め
病
院
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
も
い
る
。

こ
う
し
た
人
々
の
た
め
に
「
医
療
に

携
わ
る
者
と
し
て
少
し
で
も
役
に
立
ち

た
い
」
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
医
療

関
係
者
約
２
４
０
人
で
構
成
さ
れ
る
同

窓
会
の
医
師
た
ち
だ
。
同
窓
会
は
、
06

年
8
月
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
今

回
の
無
料
診
療
は
彼
ら
に
と
っ
て
初
め

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
当
日
は
早

朝
か
ら
院
内
を
埋
め
尽
く
さ
ん
ば
か
り

17

モンゴル�

中国�

都市と農村の格差が懸念される中国の貧しい農家の

人々を助けようと、「ＪＩＣＡ医療分野帰国研修員同窓会」の

医師たちが無料で診療活動を行った。

貧しい農村で
医療相談ボランティア

［中国］

「

※日本でＪＩＣＡの研修を受けて帰国した医療分野研修員の同窓会。中国で同窓会が設立されたのは医療分野が初。

p54＿Close Up  07.2.7 14:40  ページ 054 (1,1)


